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被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
 

厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
概
要
 

 １
．
法
律
案
の
趣
旨
 

      
 

２
．
法
律
案
の
概
要
 

（
１
）
主
要
事
項
 

①
 

被
用

者
年

金
の

大
宗

を
占

め
る

厚
生

年
金

に
、

公
務

員
及

び
私

学
教

職
員

も
加

入
す

る
こ

と
と

し
、

２
階
部
分
の
年
金
は
厚
生
年
金
に
統
一
す
る
。

 

・
 公

務
員

及
び

私
学

教
職

員
に

つ
い

て
の

適
用

除
外

規
定

を
削

除
し

、
厚

生
年

金
保

険
制

度
を

適
用

。【
厚

年
法

の
改

正
】
 

 

②
 
共
済
年
金
と
厚
生
年
金
の
制
度
的
な
差
異
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
厚
生
年
金
に
揃
え
て
解
消
す
る
。 

・
 上

記
①

に
よ

り
、
公

務
員

等
に

厚
生

年
金

保
険

制
度

を
適

用
し

、
共

済
各

法
に

お
け

る
共

済
年

金
の

規
定

を
削

除
す

る

結
果

、
共

済
年

金
に

あ
る

遺
族

年
金

の
転

給
制

度
や

地
方

公
共

団
体

の
長

の
加

算
特

例
は

廃
止

。
【

共
済

法
の

改
正

】
 

○
 
被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
に
つ
い
て
は
、
平
成

1
8
年
４
月
の
閣
議
決
定
及
び

12
月
の
政
府
・
与

党
合
意
に
基
づ
き
、
制
度
の
安
定
性
・
公
平
性
を
確
保
し
、
公
的
年
金
全
体
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を

高
め
る
た
め
、
共
済
年
金
制
度
を
厚
生
年
金
保
険
制
度
に
合
わ
せ
る
方
向
を
基
本
と
し
て
行
う
。
こ
れ

に
よ
り
、
民
間
被
用
者
、
公
務
員
及
び
私
学
教
職
員
を
通
じ
て
、
同
一
保
険
料
、
同
一
給
付
を
実
現
す

る
。
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・
 老

齢
年

金
及

び
障

害
年

金
に

係
る

在
職

中
の

支
給

減
額
・
停

止
の

仕
組

み
(
注

)
に

つ
い

て
は

、
厚

生
年

金
の

取
扱

い
に

統
一

。
 

(
注

)
年

金
額

と
賃

金
の

合
計

額
が

一
定

額
(
支

給
停

止
調

整
額

)
を

超
え

る
場

合
に

年
金

の
支

給
額

を
減

額
。
 

＜
企

業
に

在
職

中
の

公
務

員
Ｏ

Ｂ
等

に
対

す
る

年
金

の
支

給
停

止
調

整
額

(
月

額
)
の

変
化

＞
 

6
0
歳

台
前

半
 

(
現

行
)
4
8
万

円
 

⇒
 

2
8
万

円
（

現
行

厚
生

年
金

の
厳

し
い

減
額

方
法

）
 

※
 施

行
時

に
既

に
年

金
を

受
給

し
て

い
る

6
0
歳

台
前

半
の

公
務

員
Ｏ

Ｂ
等

に
つ

い
て

も
、
下

記
の

配
慮

措
置

(
注

)
を

講
じ

た
上

で
、
上

記
の

厳
し

い
減

額
方

法
を

適
用

す
る

(
対

象
者

が
全

て
6
5
歳

以
上

と
な

る
平

成
2
7
年

度
前

ま
で

の
措

置
)
。

 
(
注

)
既

裁
定

年
金

へ
の

影
響

を
緩

和
す

る
た

め
、
年

金
額

と
賃

金
の

合
計

額
(
総

収
入

)
の

1
0
％

を
減

額
の

上
限

と
す

る
と

と
も

に
、
こ

の
配

慮
措

置
の

対
象

と
な

ら
な

い
総

収
入

(
月

額
3
5
万

円
)
を

下
回

る
減

額
は

し
な

い
こ

と
と

す
る

。
 

※
 平

成
1
9
年

4
月

に
既

に
7
0
歳

以
上

の
企

業
に

在
職

中
の

厚
生

年
金

及
び

共
済

年
金

受
給

者
に

は
、

在
職

中
の

支
給

減
額

・
停

止
を

実
施

し
て

い
な

い
が

、
上

記
公

務
員

Ｏ
Ｂ

等
に

対
す

る
措

置
と

の
均

衡
か

ら
、

下
記

の
配

慮
措

置
(
注

)
を

講
じ

た
上

で
、

支
給

減
額

・
停

止
(
6
5
歳

以
上

に
適

用
さ

れ
る

支
給

停
止

調
整

額
4
8
万

円
)
を

実
施

。
 

(
注

)
既

裁
定

年
金

へ
の

影
響

を
緩

和
す

る
た

め
、
年

金
の

減
額

は
、
年

金
額

と
賃

金
の

合
計

額
の

1
0
％

を
超

え
な

い
こ

と
と

す
る

。
 

・
 共

済
各

法
の

取
扱

い
に

合
わ

せ
、
国

会
議

員
及

び
地

方
議

会
議

員
の

歳
費

等
に

基
づ

く
老

齢
厚

生
年

金
の

支
給

停
止

を
導

入
す

る
。
【

厚
年

法
の

改
正

】
 

・
 今

後
は

、
民

間
企

業
の

期
間

と
公

務
員

及
び

私
学

教
職

員
の

期
間

を
併

せ
て

2
0
年

以
上

で
あ

れ
ば

、
加

給
年

金
や

中
高

齢
寡

婦
加

算
を

加
算

す
る

。【
厚

年
法

の
改

正
】

 

 

③
 

共
済
年
金
の
１
・
２
階
部
分
の
保
険
料
を
引
き
上
げ
、
厚
生
年
金
の
保
険
料
率
に
統
一
す
る
。
 

ま
た

、
共

済
組

合
等

が
保

有
す

る
積

立
金

に
つ

い
て

、
厚

生
年

金
の

積
立

金
の

水
準

に
見

合
っ

た
額

を
仕
分
け
１
・
２
階
部
分
の
共
通
財
源
に
供
す
る
。
 

・
 平

成
2
2
年

か
ら

１
・
２

階
部

分
の

保
険

料
率

の
統

一
を

開
始

し
、
公

務
員

共
済

に
つ

い
て

は
平

成
3
0
年

、
私

立
学

校

教
職

員
共

済
に

つ
い

て
は

平
成

3
9
年

に
厚
生

年
金

の
保

険
料

率
（

1
8
.
3
％

）
に

統
一

。
【

附
則

】
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 ・
 共

済
組

合
等

が
保

有
し

て
い

る
積

立
金

に
つ

い
て

は
、
厚

生
年

金
保

険
の

積
立

金
の

水
準

(
※

)
に

見
合

っ
た

額
を

仕
分

け
、

被
用

者
年

金
制

度
の

１
・

２
階

部
分

の
共

通
財

源
に

供
す

る
こ

と
と

す
る

。
【

厚
年

法
の

改
正

と
附

則
】

 

(
※

)
保

険
料

で
賄

わ
れ

る
１

・
２

階
部

分
の

支
出

に
対

し
て

何
年

分
の

積
立

金
を

保
有

し
て

い
る

か
(
積

立
比

率
)
。

 

 

④
 

事
務

組
織

に
つ

い
て

は
、

効
率

的
な

事
務

処
理

を
行

う
観

点
か

ら
、

共
済

組
合

や
私

学
事

業
団

を
活

用
す
る
。
ま
た
、
制
度
全
体
の
給
付
と
負
担
の
状
況
を
国
の
会
計
に
と
り
ま
と
め
て
計
上
す
る
。

 

・
 被

保
険

者
の

記
録

管
理

、
標

準
報

酬
の

決
定

・
改

定
、

保
険

料
の

徴
収

、
保

険
給

付
の

裁
定

等
を

行
う

主
体

と
し

て
、

厚
生

労
働

大
臣

に
加

え
、

共
済

組
合

等
を

規
定

。
【

厚
年

法
の

改
正

】
 

・
 制

度
全

体
の

給
付

と
負

担
の

状
況

を
国

の
会

計
(
厚

生
年

金
勘

定
)
に

と
り

ま
と

め
て

計
上

し
、

国
民

に
開

示
。
【

特
会

法
の

一
部

改
正

】
 

・
 共

済
組

合
等

は
、
徴

収
し

た
厚

生
年

金
保

険
料

及
び

管
理

運
用

す
る

１
・
２

階
積

立
金

等
に

応
じ

て
厚

生
年

金
勘

定
に

拠
出

金
を

納
付

し
、
厚

生
年

金
の

保
険

給
付

に
要

す
る

費
用

等
を

分
担

。
ま

た
、
共
済

組
合

等
が

行
う

厚
生

年
金

の
保

険
給

付
に

要
す

る
費

用
等

は
同

勘
定

か
ら

交
付

金
と

し
て

交
付

。
【

厚
年

法
の

改
正

】
 

・
 制

度
全

体
を

通
じ

た
財

政
検

証
を

定
期

的
に

実
施

。
 

・
 厚

生
労

働
大

臣
は

、
各

所
管

大
臣

を
経

由
し

て
共

済
組

合
等

に
拠

出
金

等
に

関
し

必
要

な
報

告
を

求
め

る
ほ

か
、
各

所

管
大

臣
に

対
し

、
そ

の
報

告
に

関
し

監
督

上
必

要
な

命
令

や
監

査
の

実
施

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

と
す

る
。【

厚

年
法

の
改

正
】

 

・
 積

立
金

の
運

用
の

基
本

的
な

指
針

に
つ

い
て

は
、
厚

生
労

働
大

臣
が

案
を

作
成

し
、
各

大
臣

と
協

力
の

上
、
策

定
す

る

こ
と

と
す

る
。【

厚
年

法
の

改
正

】
 

・
 積

立
金

の
運

用
の

状
況

の
公

表
及

び
評

価
に

つ
い

て
は

、
毎

年
度

、
厚

生
労

働
大

臣
が

案
を

作
成

し
、
各

大
臣

と
協

力

の
上

、
行

う
こ

と
と

す
る

。
【

厚
年

法
の

改
正

】
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⑤
 

共
済
年
金
に
あ
る
公
的
年
金
と
し
て
の
３
階
部
分
（
職
域
部
分
）
は
廃
止
す
る
。

 

・
 職

域
部

分
に

関
す

る
規

定
の

削
除

。
 

・
 新

３
階

年
金

に
つ

い
て

は
、

平
成

1
9
年

中
に

検
討

を
行

い
、

そ
の

結
果

に
基

づ
い

て
別

に
法

律
で

創
設

し
、

職
域

部

分
の

廃
止

と
同

時
に

実
施

す
る

と
い

う
趣

旨
を

規
定

。
【

附
則

】
 

  

⑥
 
追
加
費
用
削
減
の
た
め
、
恩
給
期
間
に
係
る
給
付
に
つ
い
て

2
7
％
引
下
げ
る
。
た
だ
し
、
一
定
の
配

慮
措
置
を
講
じ
る
。

 

・
 追

加
費

用
の

削
減

に
関

す
る

規
定

の
整

備
（

文
官

恩
給

、
旧

三
共

済
も

同
様

）
。【

公
務

員
共

済
各

法
等

】
 

→
税

財
源

で
あ

る
恩

給
期

間
に

係
る

給
付

に
つ

い
て

、
本

人
の

負
担

の
差

に
着

目
し

て
2
7
％

引
き

下
げ

る
。
た

だ
し

、

一
定

の
配

慮
措

置
に

つ
い

て
は

、
給

付
額

に
対

す
る

引
下

げ
額

の
割

合
が

1
0
％

を
上

回
ら

な
い

こ
と

、
減

額
後

の

給
付

額
が

2
5
0
万

円
(
年

額
)
を

下
回

ら
な

い
こ

と
と

す
る

。
 

→
文

官
恩

給
に

つ
い

て
は

、
追

加
費

用
の

減
額

の
方

法
と

の
均

衡
を

考
慮

し
、

給
付

額
を

1
0
％

引
き

下
げ

る
。

た
だ

し
、

減
額

後
の

給
付

額
が

25
0
万

円
を

下
回

ら
な

い
こ

と
と

す
る

。
 

→
郵

政
公

社
、
N
T
T
、
J
T
及

び
（

独
）
鉄

道
建

設
・
運

輸
施

設
整

備
支

援
機

構
等

が
負

担
し

て
い

る
税

負
担

で
は

な
い

追
加

費
用

に
係

る
恩

給
期

間
の

給
付

に
つ

い
て

も
、
税

負
担

に
よ

る
追

加
費

用
に

係
る

恩
給

期
間

の
給

付
と

同
一

の

減
額

を
行

う
。
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 （
２
）
そ
の
他
 

①
 

被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
の
対
象
と
す
る
「
被
保
険
者
」
の
範
囲
の
見
直
し
。
 

（
パ
ー
ト
労
働
者
に
対
す
る
社
会
保
険
の
適
用
対
象
範
囲
の
拡
大
）
 

 

・
 「

週
所

定
労

働
時

間
が

2
0
時

間
以

上
で

あ
る

こ
と

」「
賃

金
が

月
額

98
,
0
0
0
円

以
上

で
あ

る
こ

と
」「

勤
務

期
間

が
１

年
以

上
で

あ
る

こ
と

」
の

３
つ

の
基

準
を

す
べ

て
満

た
す

パ
ー

ト
労

働
者
（

学
生

を
除

く
）
に
つ

い
て

は
、
新

た
に

厚

生
年

金
の

適
用

対
象

と
す

る
。
た

だ
し

、
従

業
員

3
0
0
人

以
下

の
中

小
零

細
事

業
所

の
事

業
主

に
使

用
さ

れ
る

パ
ー

ト

労
働

者
に

つ
い

て
は

、
別

に
法

律
で

定
め

る
日

ま
で

の
間

、
新

た
な

基
準

の
適

用
を

猶
予

す
る

。
【

厚
年

法
の

改
正

】
 

・
 健

康
保

険
に

お
い

て
も

、
上

記
の

厚
年

法
の

改
正

に
準

じ
て

、「
被

保
険

者
」
の

範
囲

を
一

体
的

に
見

直
す

。【
健

保
法

の
改

正
】

 

 

②
 
企
業
年
金
に
係
る
規
定
の
整
備
等
。
 

・
 企

業
年

金
に

つ
い

て
、
加

入
対

象
者

に
係

る
規

定
の

整
理

な
ど

被
用

者
年

金
制

度
の

一
元

化
に

伴
う

所
要

の
規

定
の

整

備
等

を
行

う
。【

確
定

拠
出

年
金

法
等

の
改

正
】

 

 ３
．
施
行
時
期
 

・
 被

用
者

年
金

制
度

の
一

元
化

の
実

施
時

期
は

、
平

成
2
2
年

4
月

1
日

を
原

則
と

す
る

（
た

だ
し

、
加

給
年

金
や

中
高

齢
寡

婦
加

算
の

期
間

要
件

の
通

算
措

置
等

に
つ

い
て

は
平

成
2
3
年

4
月

1
日

か
ら

、
パ

ー
ト

労
働

者
に

対
す

る
社

会

保
険

の
適

用
対

象
範

囲
の

拡
大

に
つ

い
て

は
、

同
年

9
月

1
日

か
ら

実
施

す
る

）
。
 

・
 追

加
費

用
及

び
文

官
恩

給
の

減
額

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
0
年

4
月

1
日

か
ら

実
施

す
る

。
 

 

以
 

上
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